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米国労働省が7月2日に発表した6月の雇用統計は、市場予想を上回り、大幅に改善しました。
非農業部門雇用者数は、前月比+480万人と、市場予想（+323万人）を大幅に上回る結果となり、

トランプ米大統領は「歴史的な数値」と言及しました。
6月は外出制限措置が解除され、経済活動再開のプロセスが始まったことを背景に、業種別では

新型コロナウイルス感染拡大で一時的に休業した娯楽・接客業が+210万人（5月:+123.9万人）と、回
復の牽引役となりました。
また、失業率は11.1％と市場予想（12.5％）を上回る結果となり、前月の13.3％から改善しました。平

均時給は、前月比▲1.2％と低い賃金の職種で雇用が増えたことを反映した結果となりました。
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～6月の米雇用統計について～

結果概要

2日の米国株式市場は、NYダウは反発し、S&P500とナスダック総合指数は続伸しました。6月の雇
用統計が市場予想を上回る改善を示したことを背景に早期の景気回復期待が高まった一方で、米国
の新型コロナウイルス新規感染者数が1日に5万人を超え、過去最多と発表されたことから第二波へ
の警戒感が強まり、上げ幅を縮小し、NYダウは前日比+0.36％高の小幅な上昇となりました。
その他の米国主要指数も前日比小幅な上昇（S&P500+0.45％高、ナスダック総合指数+0.52％高）

となりました。
米国債券市場は、雇用統計を受け売りが先行したものの、感染再拡大への懸念から買いが入り、

10年国債利回りは前日比▲0.01％の0.67％程度と横ばい圏で引けました。
米ドル/円も、前日からほぼ変わらずで取引を終えました。
原油先物市場は続伸し、雇用統計が予想を上回る伸びを示したことで景気の持ち直しが原油需要

の増加に繋がるとの見方から、WTI先物8月限月は前日比+2.1％高となりました。

市場の反応

NYダウの推移
(ドル)

（期間）2019/12/31～2020/7/2、（出所）Bloomberg

米10年国債利回りの推移
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18000

20000

22000

24000

26000

28000

30000

32000

12/31 1/31 2/29 3/31 4/30 5/31 6/30

0

0.5

1

1.5

2

2.5

12/31 1/31 2/29 3/31 4/30 5/31 6/30



2

本資料は客観的情報に加え弊社の主観的判断も含まれており、投資等に係る最終的な決定は、商品に関する詳細資料を参照の上、お客様ご自身のご判断
で行なっていただきますようお願い申し上げます。シミュレーションやバックテスト、各種の運用実績、運用目標やリスク・リターン等による商品分類
図を含めた本資料の内容は、将来の運用成果の向上を保証するものではありません。また、シミュレーションやバックテスト等の各種データは一定の前
提条件に基づき作成されたものであり、当該前提条件を十分ご確認願います。

20/1 20/2 20/3 20/4 20/5 20/6

21.4 25.1 -137.3 -2,078.7 269.9 480.0

鉱工業部門 1.3 5.6 -11.9 -238.8 68.4 50.4

建設業 3.8 4.6 -6.5 -101.8 45.3 15.8

製造業 -2.2 0.8 -4.6 -131.7 25.0 35.6

資源・鉱業 -0.3 0.2 -0.8 -5.3 -1.9 -1.0

サービス部門 16.6 16.4 -123.7 -1,744.7 254.8 426.3

卸売業 0.4 -0.3 -1.2 -38.5 1.2 6.8

小売業 -0.3 0.3 -8.5 -229.9 37.2 74.0

輸送・倉庫業 2.3 0.0 -1.0 -56.0 -2.8 9.9

情報 1.1 0.0 -0.6 -27.9 -3.9 0.9

金融 0.9 2.2 -1.8 -26.1 1.0 3.2

専門・ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ業 2.0 2.7 -9.4 -220.2 16.0 30.6

人材派遣業 -0.4 -0.6 -5.1 -84.1 4.7 14.9

教育・保険業 6.9 5.2 -17.8 -260.3 39.9 56.8

娯楽・接客業 2.4 5.9 -74.3 -757.5 140.3 208.8

その他 1.3 1.1 -3.9 -44.3 21.3 20.5

政府部門 3.5 3.1 -1.7 -95.2 -53.3 3.3
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非農業部門

失業率(%)

平均時給（前年比、%）
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Daily Report（号外）

非農業部門雇用者数が史上最多の増加幅になるなど雇用統計の内容は事前予想以上に改善した
ものの、市場の反応は控えめなものにとどまりました。
これは新型コロナウイルスの感染再拡大が背景です。6月以降米国では、テキサス、フロリダ、カリ

フォルニアなど南部・西部の州で感染拡大が加速、7月1日には全米での新規感染者数が5万人超と
過去最多となりました。ニューヨーク市は飲食店店内での飲食解禁を延期するなど、経済活動の再開
を中止する動きも出始めています。
この状況を考慮すると、今後も直近2カ月と同じペースで雇用情勢が改善していくとの楽観的な見通

しは立て難いと考えております。
そのため株式市場につきましては、当面、感染再拡大の動向をにらみながら一進一退の展開にな

ると予想しております。

評価・今後の見通し

出所：米国労働省（ご参考） 主要業種別雇用者数増減（前月比・万人）

（ご参考） 非農業部門雇用者数増減と失業率の推移

（出所）Bloomberg（期間）2007年12月～2020年6月


